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3Ｆ ブルーゾーン

【アート・言語・文学】の本を集めたゾーン
ZONE
PICK UP!

※展示情報は変更する場合がございます。月 の 展 示 情 報
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「博物館っておもしろい！」（～5/18）
国内外の博物館や資料館の面白さ、奥深さを紹介する本や図録、パ
ンフレットを集めました。展示方法や保存技術など、博物館学につ
いても学べる展示です。近隣の博物館等を紹介するパネルもご用
意しました。

千代田区立日比谷図書文化館  
〒100-0012 千代田区日比谷公園１-４  TEL：施設代表 03-3502-3340　図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：http://hibiyal . jp

calendar 開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時 ■日祝10時～17時 ■休館日 

千代田区立日比谷図書文化館  広報誌【サービス・ニュース】
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パープル
ゾーン

2F

From Chiyoda Public Library【千代田区立図書館からのおしらせ】 

日比谷図書文化館
【図書フロアからのお知らせ】

「薪と読書」（～2/18）
特別展の、樹、森、読書のモチーフから「負薪
読書図」を連想してみました。負薪読書図と
して描かれた二宮金次郎像の初出となった
幸田露伴『二宮尊徳翁』(1892)の挿絵をは
じめ、関連図書、実物の薪を展示。「ながら」
について参加型ボードも用意しています。

「読書  再考・再興・最高」（～2/23）
図書館に来られる方に最近本を読んでいるかと聞くのも野暮です
が、デジタル機器の普及で紙の本を読む時間が減ったという方もい
るでしょう。岐路に立つ読書について考え直すために、図書館の分類
法を越えて様々な視点から本を並べてみました。

ホール
3F

「日本の近代化を支えたリーダーたちの海外渡航 
―明治維新前後の海外派遣・海外留学―」（ガラスケース、～2/18）
特別展が文化庁「新進芸術家海外研修制
度」により海外へ派遣された経験をもつ
アーティストの成果発表の場であることに
なぞらえ、特別研究室所蔵資料から、明治
維新前後に海外派遣されたリーダーたち
の渡航資料を展示し、日本人の学びの有り
様を伝えます。

3F
グリーン
ゾーン

大人のボードゲーム部@日比谷図書文化館
第1回のメインゲームは「カタン」です

芸術をはじめ、ビジネスの場でも自己表現は重
要なポイントになります。 そこで、様々な表現方
法を知るための入門書や、作品集を中心に、他者
とのコミュニケーションを図る場面で、思いを
伝えるときのヒントになる図書を紹介していま
す。 自己表現の可能性を広げてみませんか?

自 己 表 現

小説の面白さを知ってもらうため、 傑作小説大全『冒険の森へ』（集
英社）の編集委員で、 作家の逢坂剛さん、 大沢在昌さん、 北方謙三さん、 
夢枕獏さんがおすすめする20世紀に日本で発表された小説を、 パネル
で紹介します。 また、『冒険の森へ』収録作のほか、 21世紀に発売され
た小説などをジャンル問わず展示し、貸し出します。

● 日時：2月20日（火） 19：00～21：00（18：45開場）
 （進行状況によっては延長の可能性があります） 　
● 会場：4階セミナールーム Ａ　
● 定員：24名（事前申込制）　● 参加費：無料　● 対象：高校生以上
● 申込方法：電話 （03-3502-3343）、 来館 （2階図書総合カウンター）
　 いずれかにて、お名前と電話番号をお知らせください。

人気小説家がおすすめする
20世紀日本の傑作小説

会期：2018年1月29日(月)～4月21日(土)
場所：千代田区立千代田図書館９階＝展示ウォール

NEW!

NEW!

NEW!

現代ボードゲームの代表作品である、5種類の資源（穀物、羊毛、木
材、鉱石、煉瓦）を使って開拓地を広げ、豊かさを競い合うゲームです。カタンとは？　

当日の先着10名まで、「カタン」が遊べます。 カタンに間に合わなかった方へ、
他のボードゲームのご用意もあります。 初心者大歓迎！ 皆様のご参加をお待ちしています。

「負薪読書図」図書館という森で、あなたなら何を読みますか？

万延元年遣米使節団や岩倉使節
団の記録に今の海外渡航とは異
なるスタイルをご覧ください。
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『はじめての短歌』
穂村弘 著  河出文庫  2016年

『ナボコフの塊』ウラジーミル・ナボコフ 著 
秋草俊一郎 編訳　作品社  2016年　

【特別展】DOMANI・明日展 PLUS×日比谷図書文化館
■ 3階 ブルーゾーン

藤本由紀夫
「図書館における四次元の読書」
特別展「DOMANI・明日展PLUS×日比谷図書
文化館」（～2/18）を1階特別展示室で開催中で
す。さらに3階ブルーゾーンでは藤本由紀夫氏を
ゲスト作家に迎え、実際の図書フロア、書架を
使って作品を展示しています。一般の図書館を
使用した展示は藤本氏にとっても、図書館として
も初の試みです。文字を読む「読書」にとどまら
ない「四次元の読書」を体験してみてください。

特別展に出展している作家たちに影響を与えた本
や、着想のきっかけとなった本、自身の作品集や著書
も併せて展示、紹介しています。

■ 2階 パープルゾーン（三角台）

「出展作家による選書」

藤本由紀夫 《TOP by KAFKA》2016年  作家蔵｜撮影：椎木静寧
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1850年代から1860年代にかけ
て日本にやってきた西洋の列強
の遠征隊の中で誰もが真っ先に
思い浮かべるペリー提督率いる
遠征隊に比べて認知度は低いも
のの、 お抱えの芸術家による優
れた記録が今に伝わるオイレンブ
ルク遠征隊の外交面の目的や成
果について考察します。

■ 日時：2月16日（金）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名（事前申込順、定員になり次第締切）
■ 参加費：1000円（千代田区民・学生500円）
※ 千代田区民・学生の方は、住所が確認できるもの、
学生証をご提示ください。
■ 申し込み方法：来館（1階受付）、
電話（03-3502-3340)、Eメール（college@hibiyal.jp）
いずれかにて ❶ 講座名、 ❷お名前（ふりがな）、
❸ 電話番号をご連絡ください。
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日本橋付近の東海道（W.ハイネ・A.ベルク画『オイレンブルク遠征図録』 / 1864‒1873年）

入場無料

　　 開催中
～3月31日（土）　

関連講座

展示図書 開催概要『オイレンブルク遠征図録』 （W.ハイネ・A.ベルク画 / 1864 -1873年）

『プロイセン東アジア探検隊報告書』 （G.シュピース著 / 1864年）

『JAPAN』 （W.ハイネ著 / 1880年）

『大君の都1・2』 （オールコック著 / 1863年） など

オイレンブルク遠征隊メンバー（『プロイセン東アジア探検隊報告書』 
 グスタフ・シュピース著 / 1864年）
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 【古書で紐解く近現代史セミナー第29回】

幕末日本の姿を今に残した
オイレンブルク遠征隊 
 ―その外交目的と成果 ―
 ■  講師：福岡 万里子
 （国立歴史民俗博物館准教授）
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２月２５日（日）
“東京マラソン2018”の開催に伴う交通規制のため、休館日を変更いたします。
休館予定日の２月19日（第３月曜日）は全館開館します。

 ３月４日（日）～３月１３日（火）
システムリプレイスのため、期間中は千代田区立図書館は全館休館となります。 
休館中は貸出施設の予約・利用、及び各種Webサービスはご利用になれません。

3月19日（月） 全館休館日（第３月曜日）

２・3月休館日のお知らせ

　　　　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
開催概要

千代田図書館企画展示

お問合せ先

■ 会期：開催中～3月31日（土）　
　 ※休館日：2月25日（日）、 3月4日（日）～13日（火）、
　 3月19日（月）
■ 開室時間：平日10:00～20:00、 土曜10:00～18:00、
　日曜・祝日10:00～16:00
■ 会場：４階特別研究室　■ 入場無料
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蓮沼昌宏 《土地の見る夢12編のアニメーション》
2015年  ［参考図版］ 

星とめぐる時間旅行 
星のおわり ～星の寿命とその後
講師：皆川 敏春（星のソムリエ®みたか）、福原 菜穂子（星のソムリエ®みたか）
人の寿命と同じように星にも一生が
あり、いずれ寿命を終えるときがきま
す。その時いったい何が起こるので
しょう。星の寿命（死）は私たちに何
か影響を及ぼすのでしょうか？夜空
に瞬く星に思いを馳せながら星の運
命についてお話しします。

■ 日時：2月21日（水）19：00～21：00
　（18：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）    ■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

【面展示（めんてんじ）】 本の展示方法の一種。表紙を見せて展示する。図書の利用をうながすため、図書館員お薦めの本や、新着本、装幀の美しい本などが選ばれることが多く、書架を目立たせる効果がある他、その周辺に置いてある本のカテゴリーを示す役割も果たす。

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の
　５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

2・3月の講座 
e v e n t  s c h e d u l e 〈 参加申込 〉電話（03-3502-3340）またはEメール（college@hibiyal.jp）にて、講

座名、お名前（よみがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予
約を承ります。 各講座ともに定員になり次第、締め切らせて頂きます。 キャンセルの
場合はご連絡ください。参加費は当日支払いです。千代田区民料金のある講座は、
当日、図書貸出券や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。
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霞ヶ関の煉瓦造庁舎建築と煉瓦のはなし
講師： 長谷川 直司（国土交通省 国土技術政策総合研究所 住宅研究部長）
明治に竣工した霞ヶ関の
煉瓦造庁舎建築。現在も
残る法務省赤れんが棟
の紹介を中心に、日比谷
公園も巻き込んで配置が
計画された煉瓦造庁舎
建築について、また、日本
における煉瓦造建築の
技術の導入経緯やその
後の展開について解説し
ます。
（企画・協力：NPO法人 建
築から社会に貢献する会）

■ 日時：2月9日（金）19：00～20：45（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

第3回 バリアフリー映画会

『僕らのごはんは明日で待ってる』
俳優の動作や表情を言
葉で説明する「音声ガイ
ド」と日本語字幕のつい
た、視覚や聴覚に障害の
ある方も高齢者もみん
なで一緒に楽しめるバ
リアフリー映画を上映し
ます。上映作品は瀬尾ま
いこ原作、市井昌秀監督
の『僕らのごはんは明日
で待ってる』（2017年）。  
※どなたでもご参加頂
けます。
（協力：住友商事）

■ 日時：2月3日（土）14：00～16：00（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）   
■ 定員：200名　■ 参加費：無料　
※手話通訳、車椅子スペースをご希望の方は、申込時にお申し出ください。
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ピースビレッジ第60回

国連平和の鐘の物語 
～父から託された世界平和の祈り～
講師：髙瀨 聖子（一般社団法人国連平和の鐘を守る会 代表） 
中川千代治という一人の日本人男性の切
なる思いと行動から誕生したニューヨー
ク国連本部の日本の平和の鐘。 「二度と
戦争をしてはいけない」と訴え続けた父
の遺志を受け活動を続ける、氏の6女で
ある髙瀨氏が若い世代に向けてその思い
を伝えます。
（主催：NPO法人世界連邦21世紀フォーラ
ム、共催：日比谷図書文化館）

■ 日時：2月11日（日）14：00～16：30
　（13：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名    ■ 参加費：3000円
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ピースビレッジ第61回

世界がワクワクするまちづくり　
講師：黒田 哲二（UDS株式会社 戦略プロジェクト室 執行役員）
「デザイン」「事業性」「社会性」のバランスをと
りながら、コミュニティを通して、いかにしてまち
づくりに貢献するかをテーマに企画・設計・運営
一体で取り組んできた講師に、これからのまち
づくりについてお話しいただきます。
（主催：NPO法人 世界連邦21世紀フォーラム  
共催：日比谷図書文化館）

■ 日時：3月17日（土）14：00～16：30（13：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール）    ■ 定員：60名    ■ 参加費：3000円
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TOKYO 2020を支える人たち -1

トップアスリートを支えるスポーツ科学　
講師：窪 康之（国立スポーツ科学センタースポーツ科学部副主任研究員）
世界で戦うトップアスリートは、心と身体
の限界を突き破るため、想像を絶するレベ
ルのトレーニングに毎日励んでいます。そ
のようなアスリートに対し、スポーツ科学
はどのような手助けができるのか。様々な
スポーツの日本代表チームに対して行われ
てきた科学的支援の一端をご紹介します。

■ 日時：3月22日（木）14：00～15：30（13:30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール）   ■ 定員：60名    ■ 参加費：500円（中学
生以上の学生無料）   ※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

境界を超えるクラシック 
―新天地を求めた作曲家たちのエナジー（全2回）
～「ラ・フォル・ジュルネTOKYO 2018」を前に～
講師：飯田 有抄（クラシック音楽ファシリテーター、ライター）
時代の流れや揺れ動く社会情勢の
中、住み慣れた土地を離れ新天地で
の活動を決意した作曲家たちがいま
す。彼らは何を思い、作品にどんなエ
ナジーを込めたのでしょうか。彼らの
創作活動を紹介しながら「新しい世界
へ」という音楽祭のテーマに迫ります。
（協力：東京国際フォーラム、ラックス
マン、フォステクス、ナクソス・ジャパン）

■ 日時：第1回 3月28日（水）19：00～20：30（18：30開場）　
 「作曲家はなぜ新天地を求めたのか」
 第2回 4月4日（水）19：00～20：30（18：30開場）
 「境界を超えた作曲家たちのドラマ」
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：各回200名　■ 参加費：各回500円
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錦絵が語る幕末明治 －展示資料を中心に－
講師：岩間 一樹（衆議院憲政記念館「特別企画展示」企画担当）
明治維新から150年となる2018年。憲政記念館
で現在開催中の特別企画展示「幕末明治からの
メッセージ―激動の時代を彩った人々―」（シリー
ズⅡ）において紹介している戊辰戦争から帝国議
会開設までの錦絵とともに、時代背景をたどりな
がら、幕末明治期の政治や世相を俯瞰します。

■ 日時：2月15日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名    ■ 参加費：500円

3

(金)
16

千代田区民講座

EU最新情勢と国際社会における
芸術文化活動の役割
講師：古木 修治（EU・ジャパンフェスト日本委員会事務局長）
イギリスの離脱宣言、各国で相次ぐテロ、移民の問題など、さまざまな課題
を抱えるEU(欧州連合)の動向に世界中が注目しています。その最新情勢
と、日欧の架け橋となって25年に及ぶEU・ジャパンフェスト日本委員会の
活動について詳しくお話しします。
（主催：NPO法人 神田雑学大学、共催：日比谷図書文化館）

■ 日時：3月16日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール）   ■ 定員：60名    ■ 参加費：無料 
※2月1日（木）から千代田区民受付開始。区民以外は2月8日（木）から受付開始。

2

(水)
28
ポピュリズムの世紀なのか
―現代政治の変容を読み解く―
講師：水島 治郎（千葉大学法政経学部教授）
2016年のイギリスの国民投票によるEU離脱
派勝利、トランプのアメリカ大統領選挙の勝
利、フランスの大統領選挙におけるルペンの決
選投票進出など、各国でポピュリズムとよばれ
る政治の動きが強まっています。本講座では、
「中抜き政治の出現」という観点を用いつつ、
メディアの役割に注目して現代政治の変容を
解読します。

■ 日時：2月28日（水）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール）　■ 定員：200名    ■ 参加費：1000円

れんが れんが

皆川敏春氏 撮影

リーダーに学ぶ
自分を動かす５つの発想　
講師：佐々木 かをり（株式会社イー・ウーマン代表取締役社長）
2児の母で2社の経営者、企業の社外役員や政府
委員も多数務め、独自の時間管理術を盛り込ん
だ手帳をプロデュース、時間管理法に関する著書
や講座でも知られている佐々木かをり氏から、自
分を前へ動かしていくための考え方や実践法に
ついてお話しいただきます。
（主催：公益財団法人 上廣倫理財団 共催：日比谷図書文化館）

■ 日時：2月27日（火）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール）    ■ 定員：200名    ■ 参加費：500円
（千代田区民・学生無料） ※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

ポ モ ー ヌ 広 報 室 よ り  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

受験シーズンとなり、館内では受験生の姿を多く見かけるようになりました。 本
が貴重な時代、 本を読み知識を得られる図書館は貴重な場所でした。 日比谷図
書文化館の前身、 都立日比谷図書館は東京の公共図書館の中心的存在で図書
館に入るために長蛇の列が出来ていたそうです。 来館者の中には「昔、ここで良く

勉強したな～」と仰る方もいらっしゃいます。 今では、本だけではなくインター
ネットなど様々な方法で知りたいことが簡単に手に入る時代です。 でも、受験を
控え真剣に机に向かう姿は昔も今も同じ。 春の訪れとともに素敵な笑顔が溢れ
ますように。 日比谷図書文化館は応援しています！

【特別展】DOMANI・明日展 PLUS×日比谷図書文化館

A r t i s t s  mee t  B ook s
特別展「本という樹、図書館という森」の
会期が残りわずかになりました。本展覧
会は、文化庁「新進芸術家研修制度」で
海外に滞在した６名とゲスト作家１名に
よる、絵画、インスタレーション、アニ
メーションといった様々なジャンルの
「本・読書・図書館」へのアプローチを紹
介する、初めての現代美術展です。また、
ゲスト作家・藤本由紀夫を迎え、展示室
の外 ―図書フロアでの展示も行なって
います。図書館でのアートとの新しい出
会いを、ぜひ体験してください。

● 会期：開催中～2018年２月18日（日）
● 観覧時間：平日10:00～20:00、 土曜10:00～19:00、 日祝10:00～17:00（入室
　 は閉室の30分前まで）
● 会場：日比谷図書文化館１階特別展示室
● 観覧料：一般300円、大学・高校生200円
千代田区民・中学生以下、障害者手帳・指定難病受給者証をお持ちの方および付き添
いの方1名は無料 　※住所が確認できるもの、学生証、障害者手帳をお持ちください。 
● 主催：文化庁、千代田区立日比谷図書文化館　
● 協力：アート・ベンチャー・オフィスショウ

▶２月１８日（日）まで

LIBRARY SHOP&CAFÉ HIBIYA
カフェは大きな窓のある開放的な空間が
魅力です。静かな冬景色を眺めながら、
温かい飲み物やケーキで一息ついてはい
かがでしょう？ 新しいアイデアも涌いて
くるかも知れません。 また、ショップでは
この時期、勉学やビジネスに役立つオ
シャレな筆記用具類やノートも多数用意
しております。 ぜひ、お立ち寄り下さい。

■ ライブラリーショップ＆カフェ日比谷 ■
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三菱一号館美術館×日比谷図書文化館　展覧会への入口講座Vol.23

ルドンの植物譜～知られざる画家、
謎の男爵、秘蔵の名画～
講師：安井 裕雄（三菱一号館美術館  学芸グループ  副グループ長）
《グラン・ブーケ（大きな花束）》（三菱一号館美
術館蔵）はフランスのブルゴーニュ地方ヴェズ
レー近郊のシャトーに秘蔵されていた、幻の大
作でした。2011年にパリで初めて公開された
時、現在オルセー美術館が所蔵する15点の装
飾画とともに展示されると、大きな反響を巻き
起こしました。三菱一号館美術館内に久しぶり
に勢ぞろいする一連の装飾画は、ドムシー男
爵が注文したものですが、男爵は謎が多く、肖
像写真すらも見つかっていません。「ルドン ―
秘密の花園」展出品作と描いた画家、そして注
文主の謎に迫ります。

■ 日時：3月26日（月）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名    ■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

《グラン・ブーケ（大きな花束）》
1901年、248.3㎝×162.9㎝

パステル／画布
三菱一号館美術館蔵


